
2022年1月12日現在■適用害虫と使用方法
シアントラニリプロールを
含む農薬の総使用回数使用時期 使用方法使用液量希釈倍数適用害虫名作物名 本 剤 の

使用回数

キャベツ

はくさい

だいこん

ブロッコリー

トマト
ミニトマト

きゅうり

レタス
非結球レタス

ピーマン

ししとう

たばこ

にんじん

未成熟
とうもろこし

ばれいしょ

かんしょ

やまのいも

たまねぎ

ねぎ

だいず

さやいんげん

かぼちゃ

えだまめ

いちご

アスパラガス

オクラ

収穫7日前まで

収穫10日前まで

収穫14日前まで

収穫7日前まで

収穫開始3日前まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

収穫前日まで

3回以内 3回以内

3回以内

3回以内

2回以内2回以内

散布

散布

散布

散布

散布

散布

散布

散布

散布

無人航空機
による散布

無人航空機
による散布

無人航空機
による散布

無人航空機
による散布

散布

散布

散布

散布

無人航空機
による散布

無人航空機
による散布

無人航空機
による散布

無人航空機による散布

無人航空機による散布

無人航空機による散布

無人航空機による散布

4回以内
（定植時までの処理は1回以内、
定植後の処理は3回以内）

4回以内
（定植時までの処理は1回以内、
定植後の処理は3回以内）

4回以内
（定植時までの処理は1回以内、
定植後の散布は3回以内）

4回以内
（定植時までの処理は1回以内、
定植後の散布は3回以内）

4回以内（定植時までの処理は1回以内、定植後の
処理は3回以内  但し、株元灌注は1回以内）

4回以内
（は種時までの処理は1回以内、
は種後の処理は3回以内）

4回以内
（は種前の処理は1回以内、
は種後の処理は3回以内）

4回以内
（灌注は1回以内、散布は3回以内）

2000倍

20倍

2000倍

4000倍

20倍

2000倍

2000倍

2000倍

2000倍

2000倍

4000倍

2000倍

2000倍

32倍

2000倍

2000倍

2000倍

4000倍
20倍

2000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000～4000倍

2000倍

2000倍

4000倍

4000倍

4000倍

4000倍

20倍

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

100～300ℓ/10a

0.8～2.4ℓ/10a

0.8～2.4ℓ/10a
1.6～2.4ℓ/10a

1～2ℓ/10a

1～2ℓ/10a

1～2ℓ/10a

1～2ℓ/10a

20倍

20倍

20倍

40倍

40倍

40倍

1～2ℓ/10a

1～2ℓ/10a

1～2ℓ/10a

1～2ℓ/10a

2～3.2ℓ/10a

2～3.2ℓ/10a

1～3ℓ/10a

100～180ℓ/10a

アオムシ、 ハスモンヨトウ
コナガ
アザミウマ類
アブラムシ類 

アブラムシ類、 コナジラミ類、 アザミウマ類
ハモグリバエ類、 ウリノメイガ

アブラムシ類、 コナジラミ類、 アザミウマ類

アブラムシ類、 コナジラミ類、 アザミウマ類

シロイチモジヨトウ
アザミウマ類、 ハモグリバエ類

アブラムシ類

ハスモンヨトウ

ハモグリバエ類

ハモグリバエ類

アザミウマ類

アブラムシ類

ムギクビレアブラムシ

アブラムシ類

コナガ、 アオムシ、 ヨトウムシ
ハスモンヨトウ、 ハイマダラノメイガ

ハスモンヨトウ、 マメシンクイガ

アブラムシ類
ハスモンヨトウ、 マメシンクイガ

ハスモンヨトウ、 マメシンクイガ

ハスモンヨトウ

ナガイモコガ、
ハスモンヨトウ、 アブラムシ類

ヨトウムシ、 ハスモンヨトウ、 キアゲハ

アワノメイガ、 オオタバコガ
ツマジロクサヨトウ

にんにく アザミウマ類、 ネギコガ

ハスモンヨトウ、 ナカジロシタバ、アリモドキゾウムシ
イモゾウムシ、ヨツモンカメノコハムシ
ヒルガオハモグリガ
ハスモンヨトウ
ハスモンヨトウ、 アブラムシ類

アブラムシ類、 キスジノミハムシ
アブラムシ類、 ハモグリバエ類
キスジノミハムシ

コナガ、 アオムシ、 ハイマダラノメイガ
カブラハバチ、 ダイコンサルハムシ
アブラムシ類、 ハモグリバエ類
キスジノミハムシ、 ヨトウムシ

ヨトウムシ

ヨトウムシ、 タバコノミハムシ

アブラムシ類、 コナジラミ類 
アザミウマ類、 ハモグリバエ類

ハモグリバエ類、 アブラムシ類 

シロイチモジヨトウ、 
ハスモンヨトウ、 ハモグリバエ類 

アザミウマ類
アブラムシ類

アザミウマ類
アブラムシ類

コナガ、 アオムシ 
ヨトウムシ、ハスモンヨトウ
ハイマダラノメイガ、 ウワバ類、 オオタバコガ

オオタバコガ

オオタバコガ

2000～4000倍オオタバコガ

オオタバコガ、 ハスモンヨトウ、 ヨトウムシ

●使用前によく振ってから使用してください。
●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。
●散布液調製後はできるだけ速やかに散布してください。
●アルカリ性の農薬や肥料との混用はさけてください。
●やむを得ず、他の薬剤と混用する場合には、事前に薬害の有無を十分確認
してから使用してください。
●アスパラガスに使用する場合、銅剤との混用は薬害を生じるおそれがある
ので、混用はしないでください。
●きゅうりに使用する場合、TPNを含む農薬との混用は薬害を生じるおそれが
あるので、混用はしないでください。
●トマト及びミニトマトに使用する場合、薬害を生じるおそれがあるので、以下
のことに注意してください。
　①アゾキシストロビンを含む農薬との混用はしないでください。
　②アゾキシストロビンを含む農薬を散布した場合には、散布後２週間以上
間隔をあけて本剤を使用してください。
●はくさいに使用する場合、展着剤を加用すると薬害を生じる場合があるので、
加用に当っては事前にその適否を確認してください。　
●使用液量は、対象作物の生育段階、栽培形態及び使用方法に合わせて調節してください。

●本剤を無人航空機による散布に使用する場合は次の注意事項を守ってください。
　1）散布は散布機種の散布基準に従って実施してください。
　2）散布に当っては散布機種に適合した散布装置を使用してください。
　3）散布中、薬液の漏れのないように機体の散布配管その他散布装置の十分
な点検を行ってください。
●過度の連用をさけ、可能な限り作用性の異なる薬剤やその他の防除手段を
組み合わせて使用してください。
●つまみ菜・間引き菜には使用しないでください。
●空容器はほ場などに放置せず、３回以上水洗し、環境に影響のないよう適切
に処理してください。洗浄水はタンクに入れてください。
●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、とくに
初めて使用する場合は、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましいです｡

●誤飲などのないよう注意してください。
●本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意してください。
眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けてください。
●本剤は皮膚に対して弱い刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意して
ください。付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落としてください。

●散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用してくだ
さい。作業後は直ちに手足、顔などを石けんでよく洗い、洗眼・うがいをすると
ともに衣服を交換してください。
●作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯してください。
●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。
●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにしてください。
●ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意してください。
　①ミツバチの巣箱及びその周辺にかからないようにしてください。
　②無人航空機による散布で巣箱及びその周辺に飛散するおそれがある場合
には使用しないでください。
　③受粉促進を目的としてミツバチ等を放飼中の施設や果樹園等では使用を
さけてください。また、地上散布では散布直後から1日後まではミツバチの
巣箱を移動させるか、巣門を閉じてください。
　④関係機関（都道府県の農薬指導部局や地域の農業団体等）に対して、周辺
で養蜂が行われているかを確認し、養蜂が行われている場合は、関係機関へ
農薬使用に係る情報を提供し、ミツバチの危害防止に努めてください。
●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきってください。散布
器具及び容器の洗浄水は、河川等に流さないでください。また、空容器等は
水産動植物に影響を与えないよう適切に処理してください。
●密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼な所に保管してください。

⚠効果・薬害等の注意

⚠安全使用上の注意

©2022 FMC Corporation. All Rights Reserved. FMC、FMCロゴ、®を付した商標は、FMC Corporationまたはその米国およびその他の国の子会社・関連会社の登録商標です。

●ラベルをよく読んでください。 ●記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。
●空容器は圃場などに放置せず、3回以上水洗し、環境に影響のないよう適切に処理してください。洗浄水はタンクに入れてください。 ●防除日誌を記帳しましょう。

製品情報は
こちらから➡

BNV2003B

ブロッコリー ミニトマト かんしょトマト いちごだいこん

キャベツねぎ 玉ねぎ はくさい レタス 非結球レタス

主な適用害虫

＊1 提供：柴尾学氏 ＊2 原図提供：德丸晋虫氏（京都府農林水産技術センター）
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葉のすみずみまで浸達、高い効果を素早く発揮！
葉裏や作物内部に侵入、加害する害虫も、取りこぼさない！ 葉裏まで

すばやく浸達！ 長期
 残効！

シアントラニリプロール（通称：サイアジピル®）を、10.3%高配合！
FMCの卓効成分ジアミド剤のプロ

ハスモンヨトウオオタバコガ コナジラミ類アブラムシ類コナガ ウワバ類ネギアザミウマ
＊1

ネギハモグリバエ
＊2

野菜散布用殺虫剤

「無人航空機
   による散布」
  新規登録拡大！



■混用事例

2022年2月8日現在

 ● 混用して問題なかった
 ◎ 使用直前の混用なら問題なかった
 △ 物理性、効果低下の面などで問題がある
 ▲ 薬害の点で問題がある
 × 混用できない
空欄 表記するに足りる知見に乏しい

* 老化等の軟弱苗には軽度のへこみ等の 症状が発生することがある

*2 外葉の葉裏に褐変・萎縮の症状が発生 することがある

*3 品種：若女将において、外葉の葉裏に 褐変症状が発生した事例がある

アグリマイシン１００（水）
アグレプト（液）
アタッキン（水）
アフェット（ＦＬ）
アミスター20（ＦＬ）
アミスターオプティ（ＦＬ）
アリエッティ（水）
エコショット
オーソサイド80（水）
オキシンドー80（水）
オルフィン（ＦＬ）
オロンディスウルトラＳＣ（水）
オンリーワン（ＦＬ）
カーゼートＰＺ（水）
カスミンボルドー（水）
カセット（水）
カリグリーン（溶）
カンタス（ＤＦ）
カンパネラ（水）
キノンドー（ＦＬ）
キノンドー40（水）
クプロシールド（ＦＬ）
グリーンダイセンM（水）
グリーンペンコゼブ（水）
ゲッター（水）
コサイド3000（ＤＦ）
コロナ（ＦＬ）
サプロール（乳）
ザンプロＤＭ（ＦＬ）

シグナム（ＷＧ）
シトラーノ（ＦＬ）
ジマンダイセン（水）

ジオゼット（水）

ジャストフィット（ＦＬ）
ジャストミート（ＷＧ）
ショウチノスケ（ＦＬ）
シルバキュア（ＦＬ）
スクレア（ＦＬ）
スクレタン（水）
スコア（ＷＧ）
スターナ（水）
ストロビー（ＦＬ）
スミブレンド（水）
スミレックス（水）
セイビアー２０（ＦＬ）
ゾーベックエニベル（水）
ゾーベックエンカンティア（ＦＬ）
ソタール（ＷＧ）
ダイアメリット（ＤＦ）
ダイナモ（ＷＧ）
ダイマジン（水）
ダコニール1000（ＦＬ）
ダコレート（水）

デビュー（乳）
テーク（水）

ドイツボルドーＡ（水）

銅ストマイ（水）
ドーシャス（ＦＬ）

ドーマイシン（水）
ドキリン（ＦＬ）
トップジンＭ（水）
トリフミン（水）
ナレート（水）

ネクスター（ＦＬ）
ニマイバー（水）

ハーモメイト（溶）
バイオキーパー（水）
バクテサイド（水）

バリダシン５（液）
パルミノ（ＦＬ）

パレード２０（ＦＬ）
パンチョＴＦ（ＷＧ）
ピクシオ（ＤＦ）
ピシロック（ＦＬ）
ヒトマイシン（液）Ｓ
ファンタジスタ（ＷＧ）
ファンベル（ＷＧ）
フェスティバルＣ（水）
フォリオゴールド
フジドーＬ（ＦＬ）
フルピカ（ＦＬ）
プロパティ（ＦＬ）
プロポーズ（ＷＧ）
フロンサイド（水）
フロンサイドＳＣ
ベジセイバー
ベトファイター（ＷＧ）
ベフドー（水）
ベルクート（ＦＬ）
ベルクート（水）
ペンコゼブ（ＦＬ）
ペンコゼブ（水）
ベンレート（水）
ボトキラー（水）
ホライズン（ＤＦ）
ポリオキシンＡＬ（水）
ポリオキシンＡＬ（乳）
ポリオキシンＡＬ（溶）
ポリベリン（水）
マイコシールド（水）
マスターピース（水）
マテリーナ（水）
メジャー（ＦＬ）
モレスタン（水）
モンカット（ＦＬ）
ヨネポン（水）
ライメイ（ＦＬ）
ラビライト（水）
ラリー（水）
ラリー（乳）
ランマン（ＦＬ）
リゾレックス（水）
リドミルゴールドＭＺ
リベロ（水）
ルビゲン（水）
レーバス（ＦＬ）
ロブラール（水）
Ｚボルドー（水）
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ×

殺菌剤

K.K.ステッカー
アイヤーエース
アグラー
アビオンE
アプローチBI
クミテン
グラミンS
ササラ
スカッシュ
ドライバー
ニーズ
ハイテンパワー
ブラボー
ブレイクスルー
ベタリンーA
まくぴか
ミックスパワー
ラビデン3S
ワイドコート

● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ●

●

● ● ●

●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ▲*2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

▲*3 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

▲*2 ▲*2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

▲*3 ▲*2 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●
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展着剤

アクタラ（ＷＧ）
アグロスリン（乳）
アディオン（乳）
アドマイヤー（ＦＬ）
アドマイヤー（ＷＧ）

アプロードエース（ＦＬ）
アファーム（乳）
アニキ（乳）

ウララ（ＤＦ）
エコピタ（液）
エルサン（乳）
オルトラン（水）
カスケード（乳）
カウンター（乳）
カネマイト（ＦＬ）
カルホス（乳）

グレーシア（乳）
クリアザール（ＦＬ）

コテツ（ＦＬ）
コルト（ＷＧ）
コロマイト（水）
コロマイト（乳）

サンクリスタル（乳）
サフオイル（乳）

サンマイト（ＦＬ）
スタークル／アルバリン（ＳＧ）
スターマイト（ＦＬ）
スミチオン（乳）
ゼンターリ（ＷＧ）

ダニサラバ（ＦＬ）
ダニオーテ（ＦＬ）

ダニメツ（ＦＬ）
ダントツ（溶）
チェス（ＷＧ）
チューンアップ（ＷＧ）
ディアナＳＣ（水）
テデオン（乳）
トランスフォーム（ＦＬ）
トレボン（乳）
ニッソラン（水）
粘着くん（液）
ハクサップ（水）
パダンＳＧ（溶）
ハチハチ（乳）

バロック（ＦＬ）
バリアード（ＷＧ）

ピラニカ（ＥＷ）

プリンス（ＦＬ）
フーモン（乳）
ファインセーブ（ＦＬ）

ブロフレアＳＣ（水）
ベストガード（溶）
マイコタール（水）
マイトクリーン
マイトコーネ（ＦＬ）
マッチ（乳）
マブリック（ＥＷ）
マブリック（水）
マラソン（乳）
ムシラップ
モスピラン（溶）
モベント（ＦＬ）
ランネート４５（ＤＦ）
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●
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●
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●
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殺虫剤

（乳）乳剤、（水）水和剤、（液）液剤
（溶）水溶剤
（DF）ドライフロアブル剤
（EW）乳濁製剤、（FL）フロアブル剤
（MC）マイクロカプセル剤
（WG）顆粒水和剤、（SG）顆粒水溶剤

記
号
の
説
明

略
称
の
説
明

混用事例は
Webでも確認
できます

➡

殺虫剤抵抗性管理（IRM）
一般推奨事項:薬剤抵抗性の急速な発達を防ぐために、同一作用機構を持つ製品を連続する
複数の害虫世代間にわたって処理することは避けること。ブロック式ローテーション、即ち、
ベネビア®ODまたは他のグループ28殺虫剤の「ブロック」の後に、異なる作用機構を持つ
有効な殺虫剤処理の「ブロック」が続く形でローテーション使用すること。作付期間(播種
から収穫まで)を通して適応されるすべての「グループ28使用ブロック」の合計暴露期間は作
付期間の50%を超えてはならない。栽培期間の短い作物は1栽培期間を1ブロックとする。
IPM手法の一環として防除体系に組み込むこと。
害虫の抵抗性、作用機構及びモニタリングに関する追加情報の参照サイト
（1）Insecticide Resistance Action Committee（IRAC）ウェブサイト
　 〔https://irac-online.org/〕
（2）https://www.fmc-japan.com/trendinfo/irac

本表は実施した試験をもとに作成しておりますが、品種、栽培条件、使用濃度、使用時期などにより結果が異なる
場合があります。したがって、本表で●であっても「薬害がない」ということを保証するものではありません。
あくまでも混用知見の一例として考えていただきますようお願いいたします。また、ベネビア®ODと混合する
相手薬剤につきましても、使用上の注意事項を事前に必ずご確認ください。
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農林水産省登録：第23752号 MICベネビアOD
有効成分：シアントラニリプロール（通称：サイアジピル®）…10.3％

即効力と浸達性で、害虫の加害をストップ！
 秀品収穫をサポート！

処理3日後 処理6日後

3.0

100

0.7
処理13日後

1.0

100

1.52.3

100

7.9

葉裏のすみずみまでしっかり浸達！
作物内部に侵入、加害する害虫も、取りこぼさない！
1成分で幅広い害虫に高い効果！万全ローテーションの要になります。
長期残効で、大事な生育期、収穫期を守り切る！
効かなきゃ困る、重要害虫の産卵、吸汁・摂食、食入・食害を、
害虫死を待たず即効ストップ！害虫によるウイルス媒介も抑制✽！
ミツバチ・マルハナバチ      や天敵にも安全。混用事例も豊富です!

特長 1

特長 2
特長 3
特長 4

特長 5
✽タバココナジラミによる、トマト黄化葉巻病、ミナミキイロアザミウマによる、きゅうり/メロン黄化えそ病

（ 　　　）散布翌日の
放飼が可能
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度
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数（
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ベネビア®OD 
2000倍
対照A剤 
1000倍
無処理

●キャベツ/ハスモンヨトウに対する効果

ハスモンヨトウ

ベネビア®OD
2000倍

対照B剤
1500倍

対照C剤
2000倍
処理14日後

対照D剤
2500倍 無処理
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2019年 長野県野菜花き試験場
【試験概要】◎品種：夏扇パワー ◎定植：4月22日 ◎処理日：7月8日 ◎発生程度：多発生（自然
発生） ◎処理方法：規定の濃度に希釈した薬液を、背負い型エンジン式動力噴霧器を用いて
10aあたり200ℓ相当を散布。 ◎調査方法：各区中央付近の連続する10株をマークし、上位
3葉について肉眼でネギハモグリバエのマインを計数。 ◎考察：ベネビア®ODはネギハモグリ
バエ バイオタイプB（B系統）防除に有効と考えられた。

●ネギハモグリバエ バイオタイプB（B系統）にも、高い効果

ネギハモグリバエ
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2010年 鳥取県農林総合研究所 園芸試験場
【試験概要】◎品種：吉蔵 ◎定植：5月7日 ◎区制：1区 4.8㎡ 240株 3区制 ◎処理日：6月22日 
◎発生程度：中発生 ◎処理方法：動力式噴霧器で200ℓ/10aの薬液を散布。 ◎調査方法：
各区とも1区3ヶ所、計30株を選び、寄生する成幼虫数を調査。 ◎考察：本剤は対照薬剤と比較
して効果が高く、無処理と比較して効果は認められることから、実用性はあると考えられる。薬害
は認められなかった。

●ねぎ/ネギアザミウマに対する効果（地上散布）

4.2

100

5.0 5.3

100

16.7

ベネビア®OD 
2000倍
対照E剤 
1000倍
無処理

ネギアザミウマ
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2020年 秋田県農業試験場
【試験概要】◎品種：吉蔵 ◎区制：無人航空機散布は反復なし3地点、地上散布区は20㎡ 3連制 
◎処理方法：7月20日に無人航空機散布区はドローン実機にて20倍希釈、散布液量2.0ℓ/10a
として展着剤を加用せず散布した。地上散布区は背負い式バッテリー噴霧器を用い、2,000倍
希釈、散布液量200ℓ/10aとして展着剤（シンダイン5,000倍)を加用して散布した。 ◎調査
方法：7月20日（処理前）、7月23日（処理3日後）、7月26日（処理6日後）、8月2日（処理13日後）
に各区の中央部10株の上位3葉に規制する成幼虫数を調査した。 ◎考察：20倍無人航空機散
布は対照の地上散布によるベネビア®OD2,000倍液と比較して同等の効果を示し、無処理と
比較して効果は高かった。実用性は高いと考えられる。

●（無人航空機散布）

ベネビア®OD 
20倍無人航空機散布
ベネビア®OD 
2,000倍地上散布
無処理

黄
化
葉
巻
病 

発
病
株
率（
％
）

無処理

2014年 熊本県農業研究センター内ガラスハウス 
【試験概要】◎品種：りんか409 ◎対象害虫：タバココナジラミ（バイオタイプQ） ◎発生量：
多発生（罹病株を設置） ◎区制：1区6株（3複葉/株）3反復 ◎播種：2月27日 ◎定植：4月15日 
◎処理日：5月9日、5月16日、5月22日 計3回 ◎調査日：最終散布15日後 ◎調査方法：トマト
黄化葉巻病（TYLCV）の発病株数について全株調査した。

●トマト黄化葉巻病 発病株率

ベネビア®OD
2000倍

4.2

29.2
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2009年 香川県農業試験場 病害虫防除所
【試験概要】◎品種：新藍 ◎区制：1区 4.9㎡ 20株 3連制 ◎発生程度：少発生（放虫） ◎定植：
9月10日 ◎処理日：10月16日 ◎処理方法：210ℓ/10aを肩掛け式噴霧器で茎葉に全面散布。 
◎調査方法：各調査日に茎葉に寄生するハスモンヨトウ幼虫を若齢、中齢、老齢の別に各区10株
について計数。 ◎考察：本剤は対照薬剤と比較して、同等の効果が認められ、無処理と比較して
高い防除効果があり、実用性は高いと考えられる。薬害は認められなかった。

タバココナジラミ

2008年 米国デラウェア州デュポン社スタインハスケル研究所

■ベネビア®OD

■無処理

葉表から葉裏へしっかり浸達

1日後：
葉の下面のみに
コナガ２齢幼虫を
加害させた

葉の上面
のみに処理

5日後に評価

葉裏を食べさせる

コナガの例
（キャベツ葉）　

葉裏のコナガ幼虫に対して優れた効果を示します。葉裏の
散布ムラがあっても浸達性により葉裏の害虫も防除できます。

＊2

＊1
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